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チオセミカノVバグン誘導体の作成

~M 川 勃・柿本七 nr~
(北海道大学結核研究所)
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デC)，p-[N-(pーニトロブ烹ニル)Jスルブァミルペ y ツア
ルデヒドジアセテイト [V](m. p. 1760C)， p-[N-(p-エト

キγブ六エル)j スルブァミノレペソツアルデヒドジアセテ

イト [VI](m. p. 163-40C)，を得た。 [III][IV] [V] [VI] 

を也般で加水分解して士、かぶするアルデヒド， pースルプァミ

ルベyツアルヂヒド [VII](m. p. 1220C)， p-(N-ブヱエル)

スルブァミルペソツアルデヒド rVIIIJ(m目p.9.3-90匂，p-

[N-(pーニトロフエユル)]スルブァミルベソツアルデヒド

[IX] (m. p. 166-70C)， p-[N-(p-エトキシブ 1 エル)]ス

ルブァミルペyツアルテ、ヒド [X](m. p. 139-400C)とな

し，チオセミカルパジヅ|ごと桁合せしめて目的特'Jp-スル

ブァミルベyツアルデヒドチす七ミカルパゾ y [XI] (m. 

Domagk等1)はチすセミカタレパゾγ類が結主主:菌に対

し可成顕著なる抗菌作用を有する王容を発見して，種々なる

物質を合成したが，スルフす yアミド誘耳主体のチオセミカ

ノレバゾyjtiに就いては，未だ詳細なる報告ーに接してない。

CHrf'、-SotCl-AcO\CH-ζ)-SO~Cl¥d-"V-!U'. • AcO/ 、J
1 II 

A巴O\CHーと)SO羽H~
AcO/¥d 

III 

FPOHC-。-SOョNH~

VII 

p.230-10C分解)， p-(N-7 r.ニル)スルブァ ξルペyゲ

アルデヒドチオセミカルパゾ y [XIIJ (m. p. 2070C分解)，

p-[Nー(p-ニトロフヱエル)]スルブァミルペy ツアルデ

ヒドチすセミカルバゾ y [XIII] (m目p.2360C分担1(，)， p-[N-

(p-エトキシプヌニル)]スルプァミルベ y ツアルデヒドチ

オセミカルパゾ y [XIV] (m. p. 208-90C分限)を得た。

これ等の化合物は有ィjJ市計立国iH37R Ili0_に対し&1t!.Us!-r¥;
内 [ModifiedProskauer and Beck j吉地]に1i'::¥，、て [Xljは

8 万fì~，他は 2 万作?の稲沢民で克'Þ.1ーを i;ílJJとする。

ー .NH~一CS7NH-N=CH-O-SO~NHョ

IItS〉CH-O叫 NH-O-R
→OHC-O-SOzNH-ORI 

R1: -H -NOz -OCH5 
VIII IX X 

R -H -NO~ -OZCH5 
IV V VI 

-.NH~一回 NH-N= CH-O-.SOzNH-O-R， 

N九一CS-NH-N=佃 -O-SOzNH-R

ーCHH，OC"Hふ(p)
XIV 

著者等l士三えの構造を有する化公物を合成し，夫.!;;({:の試

験管内に於ける抗菌作用を調べたので放に帯lit-する。
p-トルエyスルフオ yグロライj." [I]を常法により p-スルブァミルペソツアルデヒドチす七ミカルパゾ

無水昨肢を溶媒とし，t箆1銃殺の存在下無水グロム般で液化 γ[XIJ [IJ 11.4 gを無水I'!日f授のccに溶かし出硫校 11c巴

してp-スルフオγグロルペγツアルヂヒドジアセテイト を加え 5-100C で汚水グロム波 7.8g を1~r;7J'(1'!!';í~ 16 c巴に

LII] (m. p. 103 _40C)を得た。これをアyモエアで処理し 溶~ý(， したものを加えて般化する。なIi年!日!そのiR毘に放E後

たる後取性にすると p-スルブアミルペY7アルデヒドジ 1 Zの氷水中に注入すれば[II]のr'clE三十七段何らる。 12gl[又
アセテイト [III](m. p. !37OCJが得られる。これは百削， 丑 65J6 ベ y ゾ戸ルより再~~品， r~-1 E!;t~前日給品 m.p.103-

上回の法乃で p-トルエyスルブオyアミドから得らる物 40Co llI] 1 gを 28:;6アγモエア71<.10 cc に加えて加t~~ し

と同一である。 [II]をアニリ y，p-::.トロアエリ y，p- 溶解したる後泊料のア γモエアを除き，液を?技'1:1二にすると

フエネチジyと縮合せしめて夫々 p-(Nーブヱエル)スルブ 結晶析出する。 0.75g 収~r:~ 80;'0 合水アルロー)~より再結

アミルベyツアノレデヒドジアセテイト[IVj(:n. p. 132- 品， (i色針状111;fR1，F却しな 1370Cの [IIIJを得た。 rmJ1日

韓木論文は 日木化キ・殺誌第73巻trS8号に発災した。

賢験の部
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rを IO.?~ fl~l;喰 15ccと1ラ分間如実I¥L分解後エーテルで抗 点 176"Cの [V]を得。 [V]4g をアルヨ ~lレ 3ラ cc に溶解

filし，エーテル)';1をす'("I(I(でi先it(fMi持政を溜去し，)%11'を水 し，波臨時空 10c巴を加えてzJ2浴 I~.て、 10分間1力11然する。冷却

より I明治rrj~!する。 0.6g 収:il:: 605';: m. p. 1 22'Cの [VIIJを すれば給l弘1河川，T1L-:コールより再結品，淡lll..色悦締結晶

f}る。 rVII]0.6 gをITi;tのアルヨ{ノLに溶かし， 0.3 gの 2g，収長 68~b， 制!点 166-7'C の [rx] を得。 rrx] 1.5 g 

ヂ十七ミカルパジツドの水溶液を加えて煮沸すると少時の を 80~~ rii~'峨 12 c巴に溶かしこれにチ十七ミカルパジツド

後た!JAilイヒずる。 0.7g収 r!;~ 90.9~アルコールより再結晶 -lベ ー0.5gを加え lラ分間加然すると枯品析出するロ 16g，)反虫

色~:~~t!l!給品，分:úf点 230-IO
n

Co 86，9;;，アルヨ{ルより符結晶， I花色微細結晶，分解点2360C。

C.，HlOO~N.:Sきとしての計~依 C37.20μ H 3 90~;; CHHI:，04N5Sまとしての計算(直 C44.32% H 3.45，9~ 

実験位 C37.69% H4.31.% 実験値 C44.68，9;; H 3.61 % 

p-(N-ブヱニル)スルプァミルペ y :;tアルデヒ 1:チオ p-[N-(p-エトキシブ zユル)Jスルファミルペyツ
セミカルパゾ y [XII] [II] 10 gとアニリ y 3.1 gとをベ アルデヒドチオセミカルパゾ y [xrv] 6宮の [IIjと2.7g 

yゾール 50c巴に溶かしこれにピリジ y3 ccを加えて湯浴 の p-フエネチジ γを 50ccの"":yゾールに溶かし，これ

上日時間力目先する。反応後ベ yゾールを減摩で溜去すると に1.6gのJ((習を加え湯浴上で8時間加主主ずる。反応後溶

赤沼色飴状物性が残る。アルヨールより再結品，微黄色主十 titを減rni留去し，残i査をTlじ宮戸ルより再結晶，白色針状

状結晶 4g，反=G.~34;'0，同点132-3CCの [rv]を得。 [rv] 給品 2g，収i~~ 25?~，融点 163-40C の [VI]を得。 2g の

1.3 gをアルロール 14cc iこ溶解し法也被6c巴を加えて 30 [vr]を lラccのアルヨールに溶かし 5c巴の法岱怯を加え

分間渇j谷とで力日告する。冷却すれば結晶析出する。 0.4g， て湯浴上で!日分間加土~~ずる。冷却すれば白色悦制結品祈

収五40.%、アルロールより再結晶，白色f十状結晶，隠!点98 出す。 1gJ佼-[î~ 60~6 アルコールより下町;品，間!点 139-40C

-99'Cの rVIIIJを1号。 [VIIIj1 gを50%ft'fi主20ccに力口 の rX]をf与。 1.3gの [X]を 25ccの 50，9;;舵般に力8i:;n，'

jill-ドに溶かしこれにヂすセミカルパジツド 0.4gを加え約 に溶解しこれに 0.4gのチオセミカルパジザドを加えて加

10分間加然する。 冷却するとf出f[色結晶析出する。1.1g ~:1\すると給品祈IHする。1.5g， JR:fJ!: 43，9;;，アルコールよ

l反れ8ラ74アルコールよりN結品，分解，r:.i..2070C。 りN京Ji品， 1:ifJ1l色.1;投給!結品分J'JU，;i.， 208-90C。
C ， jH"O~N品としての計3t孤 C ち0.28;7'; H 4 22~G 

;Ui3:和:[C 50.59?'; H 4.19;，G 
p-[N-(p-エトロブ .T..-ル)]スルブァミルベy 汐ア

ルヒドナすセミカルパゾ~ y [XIIIJ [II] 12 gとpーニト

ロア=リ y 5.5gをペyゾール 100巴ciこ溶かし，これにピ

リジ y4 ccを加えて湯浴とで5時間加然ずる。反応後溶媒、

を間宮溜去し，アルヨールを少iJ1:加えると結晶化する。 9.3

g，収7正問タJ，アル百戸ルより再結晶，武色微細桔品，融

C"J:l"O;，N 'SJ としての~i'Jn{i C 50.78;''; H 4.80，% 

'X:段位 C50.ち2;:;; H4，8号74

(U百年n26年・4Fl 日木イヒ~'~!~会合Î}4 i手会にてその'i.主旨を

発表す。)
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